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プロ野球OBが全国1万300人の子どもたちを直接指導

「第15回 CALPIS&ダイワハウス こど　　もの日全国少年野球教室」を開催しました

「第15回 CALPIS&ダイワハウス こどもの日全国少年野球教室」開催概要

講師一覧

日　　時	 2009年5月5日（火・祝）
会　　場	 全国47都道府県48会場
主　　催	 社団法人全国野球振興会（日本プロ野球OBクラブ）
後　　援	 文部科学省
特別協賛	 カルピス株式会社、大和ハウス工業株式会社
協　　賛	 株式会社オニザキコーポレーション、株式会社エス・アール・ピー、
	 ゼット株式会社、ミズノ株式会社、ナガセケンコー株式会社、
	 株式会社久保田運動具店、株式会社エポック社
協　　力	 社団法人日本野球機構、財団法人日本野球連盟、財団法人全日本軟式野

球連盟、財団法人野球体育博物館、JSERA日本スポーツ用品協同組合連
合会、株式会社ベースボール・マガジン社、BC（ベースボールチャレンジ
リーグ）、四国・九州アイランドリーグ、関西独立リーグ

参 加 者 	 対象:小学4年生〜中学3年生　※原則:小学1〜3年生は見学のみ
	 人数:全国で10,293人
参 加 料 	 無料
派遣講師	 社団法人全国野球振興会会員のプロ野球出身者（選手、審判、トレーナー他）
	 人数:全国で372人
趣　　旨	 「100万人とキャッチボールを!」をテーマとし、将来を担う子どもたちに

野球の魅力や楽しさを伝えるとともに心の触れ合いができる場所を提供
することにより、野球界の底辺拡大、野球を通じたスポーツの普及・振
興及び青少年の健全育成を目指す

内　　容	 少年少女への技術指導及び指導者・保護者との交流

5月5日「こどもの日」に、全国47都道府県48会場で少年野球教室
を開催しました。

本教室は、1995年から「100万人とキャッチボールを！」を、テー
マとして掲げ野球を通じてのスポーツの普及・振興及び青少年の健全
育成、体力増進を目指しており、カルピス株式会社様、大和ハウス工
業株式会社様の特別協賛を得て、北は北海道河西郡更別村から南は沖
縄県宮古島市まで全国で10,293人の子どもたちが参加、372名のプ
ロ野球OBが指導にあたりました。

将来を担う子どもたちが、本教室をきっかけに野球をさらに好きに
なり、心身ともに健やかに成長することを心から願っています。

本教室開催にあたり並々ならぬご尽力をいただきましたカルピス株
式会社様、大和ハウス工業株式会社様をはじめとする協賛企業、関係
機関の皆さまに深く感謝申し上げます。

当日の天気は小雨が降ったり、強くなったり…。ですが、「天気なん
て関係ないっ!」と元気いっぱいな子どもたちが集まってくれました。
その気持ちに応えるように48会場最多の21名の講師たちも元気に熱
心に指導しました。

本教室は、野球の技術指導だけではなく、選手を裏方で支える球団
専属のトレーナーやトレーニングコーチからの指導も大きな特徴のひ
とつです。

トレーナーとして13年間ジャイアンツの選手たちの身体のケアをし
てきた櫻井浩一講師は準備運動を担当し、その後は痛みを感じている
子どもとそのコーチに怪我の防止方法・ケア方法などを教授しました。

また、選手のメンタルトレーニング・心のケアをするスポーツセラ
ピストの武野顕吾講師（元横浜）は、保護者の方々を対象に講習会を開
き、野球に取り組む子どもとどのように接していくべきかなどのお話
をしました。

今 回 の 受 講 児 童 数10,293人 を 加 え て、 子 ど も た ち の 人 数 は
『176,035人』となりました。「100万人とキャッチボールを!」まで
は、あと『823,965人』です。毎年10,000人の子どもたちと出会
えるとすると…あと82年かかります!まだまだ、ず〜っと先の話にな
りますが、いつの時代も当会は野球少年の夢を応援していきます。

事業部/曽根将之

石川県 珠洲市

西尾　亨、入生比左男、河村健一郎、相川　進、
鴻野淳基
福井県 敦賀市

湊谷武雄、川藤龍之輔、乗替寿好、横田久則、
天野浩一、小牧雄一、野田征稔、鈴木康友、川藤幸三
滋賀県 栗東市

大石　清、西川克弘、山本和行、下田充利、
大原徹也、松岡洋次、小川　亨
京都府 宇治市

高柳出己、大門和彦、長岡久夫、吉田義男、
長崎慶一、服部浩一、中川卓爾
奈良県 天理市

山田幸男、黒田　勉、福井保夫、元田昌義、
南渕時高、佐藤正治、栗橋　茂、大垣憲司
和歌山県 和歌山市

木村竹志、久保文雄、中川申也、岩田　徹、
樋口一紀、垣内哲也、得津高宏、島本啓次郎
大阪府 守口市

尾崎行雄、水谷　宏、山田和英、柴田佳主也、
和田　徹、米谷延夫、岡本伊三美、高木　喬、
土井正博、桑野　議、坂口慶三郎、長島裕二、
坂元美子
兵庫県 明石市

北畑利雄、宮本幸信、芝池博明、池内　豊、
野田浩司、久代義明、岡田幸喜、濱中祥和、
一枝修平、長池徳士、大熊忠義、谷村友一、
中山　力、山本文男、寺本　勇、松元隆司
鳥取県 米子市

米田哲也、黒坂幸夫、野口裕美、益田　貢、
澤田　守、松永浩美
島根県 隠岐郡隠岐の島町

福間　納、三沢　淳、佐野慈紀、藤本貴久、
石橋　貢、真栄喜正和
岡山県 美作市

金村勝利、西山　毅、山根和夫、土井　淳、
山地　隆、中藤義雄、加納賢一
広島県 府中市

榊原盛毅、中村光良、高橋里志、濱本龍治、
藤井　弘、榊原聡一郎、福冨邦夫、長内　孝
山口県 萩市

渡邉泰輔、渡辺弘基、小林敦美、小川達明、山本一義
香川県 仲多度郡まんのう町

田中　調、渋谷幸春、井原慎一朗、東山親雄、
近藤昭仁、迫丸公勝
徳島県 徳島市

白石静生、松村高明、加藤博人、堀江賢治、森山一人
高知県 香美市

酒井豪久、藤城和明、津野　浩、浜村　孝、岡　幸俊
愛媛県 越智郡上島町

古賀正明、石井　裕、中居殉也、西本明和、重松省三
福岡県 福岡市

坂上　惇、三浦政基、太田勝正、香川伸行、
吉永幸一郎、城戸則文、基　満男、澤田　剛、
中山悌一、突田尚男
佐賀県 唐津市

岡本健治、小川邦和、大畑　徹、 若菜嘉晴、
太田浩喜、永渕洋三、坊西浩嗣
長崎県 東彼杵郡波佐見町

杉町　攻、増本　宏、長田博幸、平川洋幸、池邉　巖
熊本県 熊本市

村上良次、右田一彦、松崎秀昭、米村和樹、
山本哲也、伊藤寿文、今井譲二、柳田真宏、
二村忠美、河野安彦
大分県 豊後高田市

安部和春、安東　功、高橋直樹、中村国昭、
安藤信二、山本和範
宮崎県 えびの市

入江　淳、永射　保、橋口敏英、片岡光宏、本村信吾
鹿児島県 鹿児島市

鵜狩道夫、中原　勇、内薗直樹、鮫島康夫、
斎藤　巧、横田真之、本西厚博
沖縄県 宮古島市

大石弥太郎、竹下浩二、平良幸一、森長　隆、
新里紹也、吉田好太、大野　倫

北海道 河西郡更別村

田原藤太郎、吉井　修、岡田展和、本間哲郎、
面出哲志、渡邉孝男、工藤正明、西島貴之、
黒岩祐次
青森県 上北郡おいらせ町

吉井　晃、川俣浩明、徳武定祐、柿崎幸男、
駒崎幸一
岩手県 釜石市

吉田克郎、島田源太郎、泉澤　彰、佐々木剛、
金沢幸彦、石井雅博
秋田県 仙北市

近藤幸造、村田辰美、山内英雄、大沢　勉、
村岡耕一、小西秀朗
宮城県 栗原市

若生智男、小野木孝、佐藤文彦、小石澤浄孝、
大久保美智男、副島孔太
山形県 鶴岡市

安原達佳、池谷公二郎、江本晃一、堀場秀孝、
田野倉利男、萩原康弘
福島県 須賀川市

鈴木　隆、森田　斌、石幡信弘、遠藤一彦、
前田益穂、高橋雅裕、伊藤博康、佐藤清次
茨城県 常陸大宮市

松沼雅之、河瀬雅英、紀藤真琴、石村賢二郎、
日野　茂、江尻　亮、小松崎善久、大里晴信
栃木県 芳賀郡茂木町

櫻井　憲、五月女豊、大川　章、渡辺富夫、
坪井新三郎、中塚政幸、中野佐資、鈴木康博
群馬県 前橋市

三枝道夫、種部儀康、高橋　清、宮城弘明、
市川和正、山口慶一、黒崎　武、谷松浩之
埼玉県 加須市

三橋豊夫、伊藤博之、原口哲也、榊　親一、
矢作公一、高仁秀治、古川慎一
東京都 豊島区

土橋正幸、渡辺孝博、安田　猛、松岡　弘、
醍醐猛男、江藤省三、石毛宏典、島田雄二、
高橋郁雄、佐伯　勉
東京都 東久留米市

石岡康三、小坂敏彦、香川正人、柴田保光、
舟山恭史、藤野正剛、森　　徹、山田博一
千葉県 柏市

北川芳男、城之内邦雄、寺沢高栄、森　宝生、
阿部憲一、千田啓介、丹波健二、大野雄次、
仲野和男
神奈川県 平塚市

稲川　誠、関本四十四、新浦壽夫、齊藤明夫、
青木　惇、淡河　弘、原　俊介、稲垣正夫、
黒江透修、坂巻　豊、大石滋昭、大沢啓二、
緋本祥男、井坂　興、平野　謙、岡田　功、
齋田忠利、青島健太、篠宮愼一、櫻井浩一、
武野顕吾
山梨県 山梨市

石川　賢、内藤尚行、辻　恭彦、四條　稔、
望月　勝、内藤　久
長野県 茅野市

秋本祐作、吉澤　勝、吉江喜一、川村一明、
大島郁将、川島正幸、征矢高行、町田行彦、
松本元明
新潟県 新潟市

村上雅則、大滝信孝、今井雄太郎、種茂雅之、
土屋弘光、広野　功、屋鋪　要
静岡県 浜松市

伊藤芳明、田所善治郎、水野達郎、山内和宏、
島野雅亘、森下正夫、鈴木　望、植松精一、
庄司大介、鈴木章介
愛知県 名古屋市

河村保彦、星野秀孝、鈴木孝政、木俣達彦、
福田　功、高木守道、岩本好広、北村俊介、
井上弘昭、藤波行雄、彦野利勝、山口正博、
都　由紀
岐阜県 土岐市

北村哲治、田中富生、岡田忠雄、前原博之、
千藤三樹男、高橋　智
三重県 亀山市

伊藤四郎、井崎勤也、中村　稔、藤尾　茂、
三宅秀史、谷本征一、武藤忠男、橋本匡博、
森田通泰
富山県 射水市

保坂英二、木田　勇、清水宏悦、庄司智久

※ポジション毎（投手、捕手、内野手、外野手、他部門）に、年
齢順で掲載

※見学、手伝いでの参加者は記載しておりません

メイン会
場レポー

ト

神奈川県平塚市
平塚球場

● ● ● 開催地の声 ● ● ● ● ● ● 参加講師の声 ● ● ●

大分県 豊後高田市

日頃接することのないプロ野球OBの方々に指導いただき、大変貴重な経験
をすることができました。一番大切な挨拶の指導もしていただき、子どもた
ちのスポーツに対する姿勢も変化したと思います。

島根県 隠岐郡隠岐の島町

野球に必要なチームワークが指導者と子どものあいだにしっかりできてい
ました。離島のためゲームや練習試合などが少なく実戦経験が積めないなどの
問題があるため、プロ野球OBとして何か少しでもお手伝いしたいと思います。

兵庫県 明石市

プロ野球OBとの触れ合いにより心の通った指導を受けることができまし
た。子どもたちの記憶に残る楽しい一日でした。また、保護者、コーチ達も
講習を熱心に聞いていました。

大阪府 守口市

夢ある子どもたちに野球に限らず色々なことに積極的に参加し、明るく元
気な子どもに育ってほしいという気持ちで指導しました。帰り際に「また、
来年もキャッチボールをしてください」と言われたことが心に残り嬉しく思
います。

群馬県 前橋市

熱心に、かつ子ども目線で分かりやすく指導いただき、指導者にはポイン
トを丁寧に教えていただきました。また、スポンサーからの飲み物や景品等
も参加者に好評でした。

宮城県 栗原市

参加している選手が真剣に話を聞いて上手くなろうとしている姿をみてい
ると指導にも力が入り、充実した野球教室になりました。

五月女豊講師（栃木） 木田　勇講師（富山）米田哲也講師（鳥取） 矢作公一講師（埼玉）木村竹志講師（和歌山） 柳田真宏講師（熊本）
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第7期 専門委員会
公益法人制度改革検討委員会
西田孝之（担当理事／委員長）、黒江透修（副
委員長）、森　徹、池田哲雄、清覚秀雄、
道法孝典、夏目　進、吉田正史	

普及部会
岡本伊三美（担当理事）、種茂雅之（委員長）、
山本一義（副委員長）、島田源太郎、前田益穂、
高橋直樹、遠藤一彦、堀場秀孝、矢作公一

推進部会
村上雅則（担当理事）、広野　功（委員長）、
松岡　弘（副委員長）、齋田忠利、河村保彦、
小川　亨、和田　徹、池谷公二郎、中塚政幸、
平野　謙、松本匡史	

全日本野球会議（技術向上部会）
黒江透修（担当理事）、森　徹、岡本伊三美、
村上雅則、種茂雅之、広野　功

第7期 役員
任期：平成21年4月1日〜平成23年3月31日

理事
（理事長）	 黒江透修
（副理事長）	森　徹、池田哲雄
（専務理事）	西田孝之
（常務理事）	清覚秀雄、岡本伊三美、
	 村上雅則
（理事）	 竹中萬治郎、水島新司、土井　淳、
	 金丸美智夫、鶴岡秀樹、高津義信、
	 山本一義、村山貞夫、定永昭紀、
	 種茂雅之、広野　功、高橋直樹、
	 松岡　弘

監事
道法孝典、夏目　進、吉田正史

平成21年度　第1回総会開催 　　　　−役員改選のお知らせ−

平成21年3月10日開催の「平成21年度　第1回総会」において、下記の議案について全会一致で了
承されました。また、当会第7期役員が下記のとおり選任され、3月24日開催の第2回理事会をもち
まして理事長以下三役が決定いたしましたのでご報告申し上げます。

平成21年度 第1回総会
会場：全国町村会館 2階「ホールA」（東京都千代田区永田町1-11-35）／出席社員：933名

【議決事項】
第1号議案：平成20年度事業報告および収支決算に関する件について全会一致で了承
※平成20年度収支決算報告については、右記「平成20年度収支計算書 総括表」をご参照下さい。

第2号議案：役員改選に関する件について全会一致で了承

任期満了による退任のお知らせ
任期満了により、大沢啓二（前理事長）、佐々木信也（前専務理事）、後　勝、岡崎教行、門脇輝彦、
土井正三（前理事）が退任いたしました。各理事には、長きに渡って野球振興・普及および底辺拡大
のためにご尽力いただき、当会のみならず野球界全体にその功績を残されました。ここに、これま
で多大なるお力添えを賜りました皆さまにお礼申し上げるとともに、ご報告申し上げます。なお、
大沢（前理事長）は名誉会長に、佐々木（前専務理事）は相談役にそれぞれ就任いたしました。

ご挨拶
理事長　黒江　透修

このたび、12年間にわたって理事長を務め、
当会の発展に全力を尽くしてこられた大沢啓
二理事長の退任にともない、理事長という大
役を拝命するからには、「まだ70歳だ！」とい
う若い気持ちで思い切った改革を進めて参り
たいと考えております。退団したばかりの若い
プロ野球OBの入会促進、セカンドキャリア事
業、アマチュア野球界との交流・技術力還元、
野球を通じた青少年健全育成、地域活性化な
ど、当会に課せられた重大な使命を果たすべ
く全力を尽します。

項　　目 合　　計 一般会計 収益事業会計 内部取引消去

事業活動収支の部
事業活動収入
1. 基本財産運用収入 50,616 50,616
　基本財産利息 50,616 50,616
2. 会費収入 15,190,000 15,190,000
　OB 会員会費 10,460,000 10,460,000
　賛助会員会費 4,730,000 4,730,000
3. 事業収入 28,549,607 28,549,607
　こどもの日全国少年野球教室 14,700,000 14,700,000
　全国アマチュア野球指導者講習会 3,490,000 3,490,000
　全日本野球会議 649,220 649,220
　野球指導者養成・認定事業 0 0
　日本高等学校野球連盟関連事業 1,983,267 1,983,267
　青少年健全育成事業 0 0
　野球振興普及事業 7,727,120 7,727,120
　調査研究事業 0 0
　周年事業 0 0
4. 収益事業収入 220,318,565 220,318,565
　各種少年野球教室 8,921,906 8,921,906
　講演会 4,841,800 4,841,800
　マスターズリーグ 3,000,000 3,000,000
　スポーツフェア 79,640,302 79,640,302
　OB オールスターゲーム 0 0
　肖像権使用事業 15,871,747 15,871,747
　物品販売 678,750 678,750
　広告宣伝 15,779,750 15,779,750
　草野球大会 91,584,310 91,584,310
5. 寄付金収入 2,500,000 2,500,000 0
6. 補助金 12,443,970 12,443,970
　文部科学省 1,643,970 1,643,970
　（社）日本野球機構 10,000,000 10,000,000
　（財）日本宝くじ協会 0 0
　笹川スポーツ財団 800,000 800,000
7. 雑収入 539,211 177,983 361,228
8. 公益事業寄付金収入 0 12,292,016
9. 他会計からの繰入金収入 0 71,407,984 70,464,066 ▲ 141,872,050
事業活動収入合計 291,883,985 142,612,176 291,143,859 ▲ 141,872,050

事業活動支出
1. 事業費 46,280,596 46,280,596
　こどもの日全国少年野球教室 17,666,676 17,666,676
　全国アマチュア野球指導者講習会 8,470,935 8,470,935
　全日本野球会議 1,063,831 1,063,831
　野球指導者養成・認定事業 0 0
　日本高等学校野球連盟関連事業 3,566,142 3,566,142
　青少年健全育成事業 6,188 6,188
　野球振興普及事業 13,052,710 13,052,710
　調査研究事業 453,904 453,904
　アマチュア野球選手・指導者強化育成 2,000,210 2,000,210
　周年事業 0 0
2. 収益事業費 148,622,494 148,622,494
　各種少年野球教室 7,081,267 7,081,267
　講演会 3,863,298 3,863,298
　マスターズリーグ 233,614 233,614
　スポーツフェア 49,211,280 49,211,280
　OB オールスターゲーム 26,180 26,180
　肖像権使用事業 3,115,538 3,115,538
　物品販売 0 0
　広告宣伝 47,198 47,198
　草野球大会 85,044,119 85,044,119
3. 管理費 82,728,094 14,890,604 67,837,490
　人件費 45,336,383 8,160,550 37,175,833
　宿泊・交通費 5,660,314 1,018,857 4,641,457
　消耗・備品費 1,642,400 295,632 1,346,768
　通信運搬費 3,701,350 666,243 3,035,107
　保険料 786,880 141,638 645,242
　支払手数料 1,482,159 266,335 1,215,824
　印刷製本費 5,069,663 912,539 4,157,124
　租税公課 2,262,200 407,196 1,855,004
　会議費 1,589,661 286,139 1,303,522
　広告宣伝費 1,972,690 355,084 1,617,606
　接待交際費 1,091,424 196,456 894,968
　報酬手当 2,670,150 480,627 2,189,523
　賃借料 1,034,895 186,281 848,614
　新聞図書費 137,386 24,729 112,657
　地代家賃 7,495,488 1,349,188 6,146,300
　水道光熱費 613,359 110,405 502,954
　諸会費 135,500 24,390 111,110
　雑費 46,192 8,315 37,877
4. その他事業活動支出 14,906,316 0 14,906,316
　公共事業寄付金支出 12,292,016 12,292,016
　法人税住民税等 2,614,300 2,614,300
5. 他会計への繰入金支出 0 70,464,066 71,407,984 ▲ 141,872,050
事業活動支出計 292,537,500 131,635,266 302,774,284 ▲ 141,872,050

投資活動収支の部
投資活動収入 0
投資活動支出 723,934 723,934 0
　基本財産引当預金取得支出 50,616 50,616
　退職給付引当資産取得支出 615,984 615,984 0
　保証金取得支出 57,334 57,334 0

予備費支出
予備費支出 0
当期収支差額 -1,377,449 10,252,976 -11,630,425
前期繰越収支差額 46,514,562 2,640,360 43,874,202
次期繰越収支差額 45,137,113 12,893,336 32,243,777

平成20年度収支計算書総括表 平成20年1月1日〜平成20年12月31日まで

（注）1.借入金限度額 0円　　　2.債務負担額 0円

（単位：円）

財団法人野球体育博物館は、日本野球界全体（プロ・アマチュア野球）
で運営する博物館として、1959年6月12日に開館しました。おかげ
様で、今年は創立50周年になります。

写真は開館式にご来館いただいた藤村富美男氏（左）と中上（藤本）英
雄氏（右）です。

野球殿堂としても2009年までの50年間に日本野球に貢献された
168名の方々を顕彰し、館内の殿堂ホールに表彰レリーフ（ブロンズ

今号より、特別連載「野球体育博物館」をス
タートします。第1回は、開館50周年を記念して、
1959年6月12日に行われた開館式の様子をお伝
えします。次号より収蔵品などについてもご案内
していきたいと思います。お楽しみに！
（文・写真提供：財団法人野球体育博物館）

製胸像額）を掲げ、永久にその名誉を讃えています。藤村氏は1974
年に、中上氏は1976年に殿堂入りされています。

開館当初は後楽園スタヂアムに隣接する独立した建物でしたが、
1988年に現在の場所、東京ドーム21ゲート右に移転し、博物館の規
模も800平米から1760平米と2倍以上になりました。館内には5万
冊以上の図書・雑誌を集めた図書室もあり、過去の野球雑誌などもご
覧いただけます。ぜひ一度ご来館下さい。お待ちしています。

野球体育博物館特別連載
第1回

今号より連
載スタート

！

� 記者発表会
4月6日（月）東京ドームホテルにて記者発表会

が行われ、鈴木嘉和大会会長（株式会社マルハン 代
表取締役副会長）へ第2回大会優勝チーム「ジーズ」
の鈴木拓也代表より優勝旗が返還されました。

� 開会式
5月2日（土）西武ドームで関東地区の18チーム

が集結し開会式を行いました。

� オープニングゲーム
開会式後、草野球日本一を目指しての熱い戦い

が、本格的に幕を開けました。

1

2

3

草野球プレーヤー待望の
第3回大会がいよいよ開幕！

第3回
マルハンドリームカップ
全国草野球トーナメント

第1回大会は全国各地から821チーム、第2回大会は1,021チームが参加したマ
ルハンドリームカップ。株式会社マルハン様の特別協賛を得て、第3回大会を開
催します。本大会は、現在行われている草野球大会の中で、全国規模で行われる
大会としては唯一のオープン形式の草野球全国大会です。春先から9月にかけて
全国50の都道府県予選（一部地区を含む）を行い50代表を決定、10月初旬から
11月初旬に、全国8地区で地区決勝大会を実施。見事勝ち抜いた地区代表8チー
ムが全国大会決勝トーナメントに進出します。また優勝チームはプロ野球OBチー
ムとのスペシャルマッチ「ドリームマッチ」も行います。 試合スケジュールお
よび結果は、随時大会公式ホームページにて更新いたします。全国の草野球愛好
者の熱き戦いをお見逃しなく！

［大会要項］
名称：第３回マルハンドリームカップ
	 全国草野球トーナメント
主催：マルハンドリームカップ
	 全国草野球トーナメント実行委員会
特別協賛：株式会社マルハン
協賛：ミズノ株式会社
	 ナガセケンコー株式会社
	 キリンビバレッジ株式会社
後援：財団法人全日本軟式野球連盟
	 全日本早起き野球協会
	 株式会社ベースボール・マガジン社
	 ＪＳＥＲＡ日本スポーツ用品協同組合連合会
	 日刊スポーツ新聞社
主管：社団法人全国野球振興会
	 （日本プロ野球ＯＢクラブ）
企画：株式会社アスリートジャパン
参加対象：国内すべての軟式野球チーム※

※但し、 （財）日本野球連盟、（財）全日本大学野球連盟、（財）日
本高等学校野球連盟に加盟しているチームは該当しません。

［大会スケジュール］
①都道府県代表決定予選
5/2〜9/6予定
全国50の都道府県（一部地区を含む）代表
を決定

②地区代表決勝戦
9/19〜11/3予定
全国8地区にて地区大会決勝を実施し代表
8チームが全国大会へ出場

③全国大会決勝
12月初旬（東京）予定
全国8地区の代表によるトーナメント戦を
実施しチャンピオンを決定！

◎ドリームマッチ
全国大会決勝戦後に実施

※日程は変更になる場合がございます。
詳しくは下記大会オフィシャルサイト
をご覧下さい。

マルハンドリームカップ 全国草野球トーナメント事務局
社団法人全国野球振興会（日本プロ野球ＯＢクラブ）内

E-Mail： info@dreamcup.jp　　　大会オフィシャルサイト：http://www.dreamcup.jp
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社団法人全国野球振興会 （日本プロ野球OBクラブ）
URL : www.obclub.or.jp　　E-mail : info@obclub.or.jp
Blog : obclub-blog.com/

発行・編集人

［事務局より］　住所変更の際は、お手数ですが上記事務局までお知らせ下さい。 編集協力 : 株式会社ナノ・アソシエーション 発行日 : 2009年6月

2009年 4月〜6月活動報告

会
員
情
報

氏　名 代表出身球団 逝 去 日 享　年 生　年

山根　俊英 大　洋 2009年3月5日 81歳 1928年
中西　勝彦 近　鉄 2009年3月29日 73歳 1935年
鈴木　征夫 西　鉄 2009年4月10日 67歳 1941年
笠原　正行 大　映 2009年5月10日 75歳 1933年
伊香　輝男 近　鉄 2009年6月1日 75歳 1934年

事務局
より

新入会員一覧	 2009年4月以降入会 訃報　慎んでお悔やみ申し上げます	 2009年3月以降
氏　名 代表出身球団 ポジション

若田部　健一 横　浜 投　手
池内　豊 阪　神 投　手
森　廣二 中　日 投　手

川尻　哲郎 阪　神 投　手
小関　竜也 西　武 外野手
澤田　剛 ダイエー 内野手

内山　雄介 日本ハム 投　手
大野　倫 巨　人 外野手

日　程 名　称 会　場 講　師

4月 25日（土） 欽ちゃん球団によるふれあい野球イベント 大田スタジアム（東京都大田区） 齊藤明夫、市川和正、高橋雅裕、上田浩明

5月 24日（日）
阿南町少年少女野球教室 阿南町町民グラウンド（長野県阿南町） 前田益穂、内藤尚行

中標津町少年野球教室 中標津町公園少年野球場（北海道中標津町） 松永浩美、山崎慎太郎

6月

19日（金）トップアスリート派遣指導事業 北谷小学校（埼玉県吉川市） 仁村　薫

20日（土） 平成21年度 社団法人全国野球振興会（日本プロ野球OBクラブ）野球教室 大阪市立昭和中学校（大阪府大阪市） 岡本伊三美、一枝修平、大熊忠義

24日（水）トップアスリート派遣指導事業 明治小学校（奈良県奈良市） 南渕時高

25日（木）
トップアスリート派遣指導事業 波方小学校（愛媛県今治市） 佐野慈紀

内外情勢調査会城南支部懇親会 講演会 ホテルパシフィック東京（東京都港区） 山田久志

26日（金）トップアスリート派遣指導事業 逢坂小学校（滋賀県大津市） 西崎幸広

27日（土） さいたま市障害者スポーツ教室「野球競技」 さいたま市営浦和球場（埼玉県さいたま市） 榊　親一、三橋豊夫

29日（月）トップアスリート派遣指導事業 芝山小学校（東京都清瀬市） 松沼博久

■ 各種講演会・野球教室

日　程 名　称 会　場 講　師

4月
7日（火） 九州総合スポーツカレッジ　第5回入学式 九州総合スポーツカレッジ（大分県宇佐市） 西田孝之

12日（日） BCリーグ信濃グランセローズ　開幕戦セレモニー 南長野運動公園・長野オリンピックスタジアム（長野県長野市） 西田孝之

5月 30日（土） 全国専門学校野球連盟　創立二十周年記念式典・懇親会 品川プリンスホテル（東京都港区） 黒江透修

■ その他の活動

日　程 名　称 会　場 出　席　者

4月 15日（水） 第2回常務理事会 ホテルルポール麹町（東京都千代田区） 黒江透修、森　徹、池田哲雄、西田孝之、清覚秀雄、岡本伊三美、村上雅則

5月 11日（月） 第2回近畿ブロック会議 ホテル一栄（大阪府大阪市）
岡本伊三美、一枝修平、鶴岡秀樹、谷村友一、黒田　勉、本間　勝、和田　徹、木村竹志、福間　納
大門和彦、西川克弘、小川　亨

6月
16日（火） 専門委員会 合同会議 都市センターホテル（東京都千代田区）

黒江透修、森　徹、岡本伊三美、種茂雅之、島田源太郎、前田益穂、遠藤一彦、堀場秀孝、矢作公一、村上雅則
広野　功、松岡　弘、齋田忠利、河村保彦、平野　謙

21日（日） 平成21年度 九州ブロック会議 和数奇司館（熊本県熊本市） 黒江透修、森　徹、金丸美智夫、八浪知行、三浦政基、永渕洋三、杉町　攻、中村国昭、片岡光宏、鵜狩道夫

■ 各種会議

公式ホームページのリニューアルもいよいよ最終段階。
現在、OB会員の公式サイトやブログ等を集約しています。
準備中の「写真館」とあわせて今夏中にリニューアル完了予定ですので、皆さまお楽しみに!

［公式サイト］ http://www.obclub.or.jp/

透修、パ・リーグ監督を中西　太、ヘッドコーチを村上雅則がそれ
ぞれ務めるほか、新潟県出身の関本四十四、今井雄太郎をはじめ浪
花の春団治・川藤幸三、平野　謙、ミスターロッテ・有藤通世、石毛
宏典ら豪華な顔ぶれが集結します!　詳しくは、下記当会公式サイ
トをご覧下さい!

“野球の日”に新潟でOBオールスターゲームを開催します!
新潟県でOBオールスターゲームを開催することが決定いたしま
した。これは、HARD OFF ECOスタジアム新潟のオープンを記
念して行われるもので、前日には新潟まつりのパレードやレセプ
ションが、オールスターゲームの前には少年野球教室やサイン会・
トークショーが行われるなど見どころ満載です。
オールスターゲームの出場選手はセ・パ合わせて50名。コミッショ
ナーを大沢啓二、セ・リーグ監督を杉下　茂、ヘッドコーチを黒江 公式サイト URL　www.obclub.or.jp/

〜HARD OFF ECOスタジアム新潟オープン記念・新潟まつり協賛 〜プロ野球OBオールスターゲーム2009 in 新潟


